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’ま　　　え　　　カ§、∴き

　　　宇宙開発委負会は、1国として統一ある方針のもどに㍉総台的に

　　宇宙開発を推進するだめ、．宇宙開発計画を策足し、1毎年度、その

　　見直しを行替こ・とどしている。　1罫津∴e　　一，・、
　　穐
穐　　本年度は、国側の研究及ひ開発の進捗状況、国際環境の変化、

　　宇宙の利用に関する長期的な見通し等を踏まえや新たな要請に対

　　・回してド「宇宙開発計画（昭和50’年度決定ゆ1：」に所要の修正及

　　び追加を行い、「宇宙開発計画（昭和5．1年慶決是）」を策定す

　　る。

　　　修正及び追加の主要点は、次のとおりである。

　　　1　第4号科学衛星（COR8A－b）を、　M－3Cロケットによ
穐㌔、昭綱鞭に打ち上げることを目標耀及ひ吻ト

　　　　の開発を行うこと。

　　　　またこれに：伴い、第7号科学衛星（A8圧IRO－A）の打上げ

　　　　目標年度を昭和54年度から昭和55年度に、また第8号科

　　　　学衛星（ASTRO－B）の打ち上げ目標年度を昭和55年度

　　　　から昭和56年度に・それぞれ変卑すること。

　　　2　電1離層観測衛星（18S－b）を昭和52年度に、また、

　　　　　　　　　　　　　　　　一　1一



　技術試験衛星皿型（ETSマ皿）を昭和56年度に、：Nロケ

　ットによりそれぞれ打ち上げることを目標に開発等を行うこと。’

．3　技術試験衛星w型（bTδ一IV）を昭和55年度に、’また、

　静止気象衛星2号（GMδ一2）を昭和5・6年度に、：Nロケ

　ッ団型によりそれぞれ打ち上げることを目標に開発を行うこ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
　と6　　亭　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　！　　　醗

4　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（8EPAC）に

　ついて、昭和5．5年度に予定されている第1次スペースラブ

　計画に参加する：ことを目標に、搭載機器の開発を行うこと・

’一
Q一

醗⑳

　第1章我が国の宇宙開発の方向

　　　1’世界の動向と日本の現状

　　　、（1）・世界の宇宙開発をみると、金星、火星等の惑星探査計画

　　　　が実施されぐまた、米国のスペース・シャトル、ソ連の宇

　　　　宙ステーション等新しい宇宙輸送システムや宇宙基地シス

働働テムの緬が縫される姑獅先端的燭の謳が進

　　　　’、めちれている。・

　　　　　一方、，人工衛星の応用についても、たとえば通信の分野

　　　　〆では、．国際電気：通信衛星機構（INT耳LSA①）等が全地球

　　　　的な1宇宙通信網を運用しているほか㍉カナタ1、米国、ソ連＼

　　　　　インドネシアにおいて国内通信衛星が運用さ痕、さらにイ

　　　　　ンド、ブラジル等においても通信衛星の開発計画が進展し

　　　　ている。　1　　一∵、
　　穐
穐　　　　　　このほか、気象ζ航行、地球観測、科学研究等の分野で

　　　　　も、人工衛星の応用が広範に進められている・

　　　　　　このみうに、今や宇宙空間の利用は、人類の発展に欠く

　　　　　こどのぞきないものとなってお吻、世界は本格的な宇宙活

　　　　動の時代に入っているb・

　　　（2）！我が国における宇宙開発の現状に目．を転ずると、科学研

　　　　究の分野においては、昭卸45年2．月に我が国初の人工衛

　　　　　　　　　　　　　　　一　3一
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星「おおすみ」を打ち上げて以来、Mロヶヅトによる科学衛

星の打上げ計画が順調に進展してきている。すなわち、昭

和，51年2月に行われた第4号科学衛星（CORSA）の打

上げは失敗したが、昭和46年9．月に第1号科学衛星（MS

－F、2）ト「しんせい」、昭和47年8月に第2号科学衛星（R

EX8）「でんぱ」、昭和・50年2．月．に第3号科学衛：星（8㊥

RATS）「たいよう」が、それぞれ軌道上に：打ち上げられて

各種の科学観測上の成果をあげている。また、Mロケットの

打上げ性能の確認等を行うための試験衛星二「たんせい」、「た，

んせい2号」、「たんせい3号」の打ち上げに成功している。

　実利用の分野においては、．将来の各種実用衛星システム

の実現に不可欠な基礎技術を確立するためのN’ロケットに

和51年2，月に電離層観測衛星（lS一δ’・）「うめ」が、ま

：た、・昭祁52年2月に技術試験衛星H型（丁丁8一皿）

「きく2号」が、それぞれ軌道上に打ち上げられている。

　これらのうち、電離層観測衛星CISδ）「う、め」につ

；いては、打上げ約1カ月後に不具合が生じ本格的な電離層

・，の観測を行うことはできなかったが、・上記3衛星の打上げ

　　　　　　　　　　一4一

　　　　により、Nロケットによる人工衛星打上け技術の習待、静

　　　　止軌道投入技術の習得等に蔚いて大きな成果をあげている。

　　　　　このような中にあって、本格的な実用衛星を早期に打ち上

　　　　げることが各方面から要請されており、気象観測、通信及

　　　　，び放透ID分野においては既に、静止気象衛星（G必8）等
　　回
漕　　　　の開発か進められているほか、さらに、これらの成果を踏

　　　岱飯て・脚§0年三半廊ら昭オ・60年代初卿かけて

　　　　墾三二際の縞織星を三流格的な実用鯉を打

　　　　ち上げることが検討されている状況にある。

　　　　　ま準、二四協力の面でも、従来から地球大気開発計画

　　　　気GARPづべの参加、国際連合における宇宙技術応用計

　　　　画ぺの参力口協’二等国際宇宙活動への参加を進めてきて

　　　　いる。
　　簿

2　我が国の宇宙開発の方向

（1）宇宙開発の推進に当たっては、宇宙の開発が、

融然科勃発展に大きな鰻及鮒こと

②撚の螺轡甜化の膨るい罐業経済
　　の発展に三期的な利挙をもたらすζど，

一　5一



③　我が国め技術水準の向上に大きな波及効果をもたらす

　こと㌧一　　　　　　　　　　　　 ・ゴ

④　我が国の国益の増進及ひ国際表好ゐ促進に大きく三献

　すること

等の意義を有することを十分認識し、諸外国の経験と西国、

我遠国の宇宙開発をめぐる情勢の変化を勘案しつつ、自主

的ヵ・つ効率的にこれを推進する必要があ為。

　このような観卓から・科学研究の分野に添いては・地球

科学・太陽系物理学・天体物理学＼宇宙生物学等の研究の

ために、また、実利用の分野に知いては、，通信㍉・放送、電

’離層観測ぐ気象観測、，・航行援助，管制、測地、地球観測等

の分野への縮空間の利用のた肌これらの謝的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構
成するための人工衛星及びその打上げ用ロケットについて

開発を進めるものとする。　　　　　’　弄㌃…’「

（2）これらの開発塗進めるに当たっては、以下の諸点につい

　て留意するも㊥とす為。

①醗を準めるζ当たっては歌が国の自主性を堅持し

　　つつ自主技術の育成を図ることを主眼とすること。

　　　　　　　　　　　一　6一

穐

　　　　ただレ、諸外国との技術降差の現状にかんがみ、

　　　我が国の技術がある程度の段階に達するまでは技術導入

　　　等の手段も活用し、効率的に宇宙開発を進めるものとす

　　　る。

働②人工纏及び・ケットの醗に当たっては・両者の調

　　　和ある開発を進めることを本旨として両者の整合性に十

　　　分配慮すること。また、人工衛星及びロケットの開発に

　　　当たっては、それぞれの性能向上のための改良発展の可

　　　能性に十分配慮：を行うとともに・それまでの技術的成果

　　　を踏まえて、系統的・効率的にこれを進めること1

　　　　③　人工衛星及ひロケットの開発及ひ打上げに当たっては、

穐穐
ﾀ全の総＋分配慮すること。

　　　　④　宇宙開発には多額の国家資金を要するので、資金の効

　　　　　率的な運用を図るとともに、広く国民全般の支持のもと

　　　　　にこれを推進することとし、各種の衛星及びロケットに

　　　　　ついて、その必要性・緊急性・経済性等について不断の，

　　　　　検討を加えつつ、国力に応じた開発を図ること・

一7　一


